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④ 2050年までのロードマップ（現在→2030年度→2050年）
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⑤ CO の削減効果
産業部門において、上記の取組みによる 2030年度の CO2削減効果は次のと

おりです。

⑥ 求められる取組み

（戦略的な推進） 

「（仮称）北九州市グリーン成長戦略」策定による戦略的な取組み 

脱炭素と経済成長の好循環を生み出すため、脱炭素エネルギー（再

エネ・水素）の確保と、企業が取り組むイノベーション（水素還元、カーボ

ンリサイクルなど）への支援に向け、「(仮称)北九州市グリーン成長戦略」

を策定し、戦略的に推進します。 

（風力発電） 

風力発電関連産業の総合拠点化の推進 

響灘地区の充実した港湾インフラと広大な産業用地を活用し、風力発

電関連産業の総合拠点の形成などを図る「グリーンエネルギーポートひ

びき」事業を推進します。また、浮体式洋上風力発電の導入可能性につ

いて、自然条件や経済性の評価など、設置する上で必要となる条件等の

調査を実施します。 

（再エネ 100％電力化・蓄電池） 

再エネ 100％電力化に向けた自家消費型の太陽光発電・蓄電池の導

入支援 

「再エネ 100％北九州モデル」を推進するため、再生可能エネルギ

ー導入や省エネ方法等の最適化について、実現可能性を調査し検討

します。また、中小企業に対して自家消費型太陽光発電設備・蓄電池

の導入支援を行います。【再掲】               （次頁つづく） 

市の主な施策 
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（前頁からのつづき） 

（水素） 

脱炭素社会・水素社会の実現に向けた実証・PR 

脱炭素社会・水素社会の実現に向けて、東田地区の水素パイプライン

を活用した水素関連の各種先端技術の実証を支援するとともに、本市の

取組みを市内外に向け広くＰＲします。 

また、製造・利用時に CO を排出しない「CO フリー水素」の製造・供給

拠点化を目指し、余剰となる再生可能エネルギーを活用した製造、海外

からの輸入と他地域への供給、産業・運輸分野における利用等、本市に

おける水素の社会実装の可能性調査を実施します。 

（農林水産の省エネ） 

農林水産業のスマート化の推進 

農業者の高齢化や担い手の減少による労働力不足の解消を図るた

め、最先端の工業技術等を活用して省力化や高品質生産を実現する「ス

マート農業」の実証試験等を実施します。 

また、これまで長年の経験や勘で行ってきた漁業の効率化を図るた

め、大学と連携して最新の漁場や水産資源に関するデータを収集し漁

業者に提供することで、漁業生産性の向上に繋げます。 

（脱炭素化ビジネス） 

環境技術の普及拡大に向けた支援 

市内で生産されている環境配慮型製品や環境負荷低減に寄与するサ

ービスを「北九州エコプレミアム」として選定し、広くＰＲを行い、販売を支

援します。また、エコアクション 21 の取得支援や、環境・エネルギーに関

する設備投資を行う企業等に対し、必要な資金を融資することにより、本

市経済の振興と脱炭素社会づくりを促進します。 

（イノベーションの促進） 

イノベーション創出に向けた研究開発の支援 

地方大学・地域産業交付金を活用し、産業用ロボットの用途拡大ニー

ズに応える研究開発を産学連携で強力に進めるとともに、人口減少、高

齢化による労働力不足の課題を有する地域企業にロボット等の導入支援

を積極的に行い、生産性革命を推進します。 

市内企業の技術力の強化及び新事業の創出を図るため、産学連携に

よる研究開発の取組みを支援するとともに、新規性・独自性に優れた環

境・エネルギー技術の研究開発費の一部助成により、中小企業をはじめ

とした地元企業等に技術開発の機会を提供するとともに、環境・エネルギ

ー分野の技術の集積を進めます。 


